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               審   査   の   要   旨 
 
著者は、領域気候モデルWRFを用いて、過去から将来までのホーチミン都市圏の都市化が同地域の暖候期の
気候に与える影響を調査し、さらには、独自に開発した都市キャノピーモデルを用いて、同地域の熱環境緩和
策の導入効果を評価した。 
都市化が地域の気候に及ぼす影響について、数値モデルを用いて評価した研究は数多くあるが、そのほとん
どが中緯度の先進国の大都市を対象としたものであった。東南アジアの途上国を対象とした研究が行われてこ
なかった理由の一つとして、過去および将来の土地利用マップと人工排熱マップがなかったことがあげられる。
著者は、ランドサット衛星データから同地域の過去の都市域を推定し、統計データから人工排熱を推定した。
また、マスタープランデータから将来の都市域と人工排熱を推定した。これらのデータ作成とそれによって東
南アジアの途上国の大都市を対象とした数値モデル研究を可能にした点は高く評価できる。 
ヒートアイランドは、その地域の気候に大きく影響を受ける。また、都市の発展状態にも大きく影響を受け
る。東京のような発展を遂げた都市の場合、過去20年間の都市化による気温上昇量は小さく、また今後30年間
での都市化による影響も非常に小さいとの報告がある。著者が実施した数値実験で明らかとなった過去20年間
のホーチミン都市圏の発展による気温上昇量が地球規模の気候変動の影響と同程度であり、今後40年間の発展
による影響は気候変動の10%から30％と無視できない大きさであるという結論は、自然地理学としての気候学
研究の成果として高く評価できる。 
著者は、複数の数値実験の結果を分析することで、領域気候モデルを用いた力学的ダウンスケーリングに関
する重要な知見、すなわち、領域気候モデルを用いた将来の都市気候予測を行う場合、現在の都市効果を将来
予測の結果に上乗せすることで、都市気温の将来予測が可能となるという重要な結果を導き出している。 
また、新たな都市キャノピーモデルを開発した。そして、このモデルを用いて、ホーチミン都市圏の暑熱環
境緩和策の評価を行い、緑化政策の重要性を示した。新たなモデルの開発は数値モデル研究の成果として、高
く評価できる。 
著者が明らかにしたホーチミン都市圏のヒートアイランドに関する基礎的な知見は、都市気候学に新たな知
見を与えるものである。また、実施した様々な数値実験の結果は、ホーチミン都市圏をはじめとする東南アジ
アの途上国のヒートアイランド対策や温暖化適応策の立案に資すると期待できる。以上のことから、本論文は
博士論文の水準に十分に達していると判断できる。 
平成28年5月13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
